
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

地
域
活
性
化
の
専
門
家
が
就
任

只
見
町
の
農
業
を
守
る

新
年
を
喜
び
祝
う

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
よ
り
寄
附

利
重
氏
に「
只
見
町
政
策
推
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」を
委
嘱

町
農
業
委
員
会
か
ら

意
見
書
の
提
出

「
只
見
町
新
年
交
歓
会
」開
催

▲佐々木東北統括部課長（中央右）に渡部町長が感謝状を
　手渡しました

▲藤沼氏は森林の分校ふざわで行っている「湿地再生プロジェクト」
や地域おこし協力隊の活用について講演しました

▲委嘱状を受け取る利重氏（右）

▲意見書を提出した飯塚会長（左）
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只
見
町
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
第
38
条
に
基
づ
き
、
１

月
15
日
に
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
を

町
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
「
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
化
に
係
る
機
械
購
入
支
援
の
継
続
と
拡

充
」
や
「
集
落
総
ぐ
る
み
の
担
い
手
支

援
」、「
新
規
就
農
者
支
援
体
制
の
拡
充
と

人
材
の
確
保
」
な
ど
８
項
目
が
記
載
さ
れ

た
意
見
書
は
、
飯
塚
会
長
か
ら
渡
部
町
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
塚
会
長
は
、「
意
見
書
の
内
容
を
施

策
立
案
や
予
算
編
成
に
反
映
い
た
だ
き
、

安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
只
見
町
新
年
交
歓
会
」
が
１
月
６
日

に
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

渡
部
町
長
、
佐
藤
町
議
会
議
長
の
年
頭

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
の
皆
様
か
ら

の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、そ
の
後
、森
林
の
里

応
援
団
代
表
の
藤
沼
航
平
氏
に
よ
る
「
関

係
人
口
づ
く
り
～
大
学
生
団
体
と
の
関
わ

り
～
」
の
テ
ー
マ
で
特
別
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
只
見
松
楓
会
に
よ
る
祝
謡

披
露
さ
れ
る
な
ど
し
、
参
加
者
は
新
年
を

祝
い
ま
し
た
。

　

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
（
本

社
：
東
京
都
）
よ
り
只
見
町
に
１
０
０
万

円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
式
は
１
月
15
日
に
役
場
町

下
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
佐
々
木
東
北

統
括
部
課
長
は
「
地
域
の
皆
様
と
歩
く
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
企
業
も
一
緒
に

課
題
解
決
を
考
え
て
い
く
。
寄
附
だ
け
で

な
く
情
報
提
供
な
ど
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
渡

部
町
長
は
「
思
い
の
こ
も
っ
た
寄
附
、
地

域
へ
の
課
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
に
感
謝
し
た
い
」

お
礼
の
言
葉
を
返
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
株
式
会
社
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
利
重
和
彦
氏
を
「
只
見
町
政
策
推
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

利
重
氏
は
総
務
省
の
地
域
力
創
造
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
活
性
化

に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
し
て
お
り
、

ま
た
第
４
期
只
見
町
ふ
る
さ
と
大
使
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
交
付
式
で
、
利
重
氏
は
「
大
好

き
な
只
見
町
の
た
め
に
、
関
係
人
口
の
創

出
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
協
力
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。
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栃
木
県
那
須
町
と

災
害
時
の
応
援
協
定
締
結

▲協定書を交わした平山那須町長（中央左）と渡部只見町長（中央右）、那須町と只見町を繋いだ片桐氏（中央）

▲片桐氏は「那須町と只見町の交流がさらに深まること
を願う」とも話しました。

　

只
見
町
は
、
栃
木
県
那
須
町
と
「
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
締
結
式
は
１
月
20
日

に
那
須
町
役
場
で
行
わ
れ
、
平
山
幸
宏
那

須
町
長
と
渡
部
只
見
町
長
が
協
定
書
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

協
定
書
で
は
、
災
害
時
の
食
料
や
飲
料

水
確
保
、
救
援
活
動
に
必
要
な
車
両
の
提

供
及
び
職
員
の
派
遣
、
被
災
者
の
一
時
受

け
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
定
め
、
今
後
の
両

町
の
防
災
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

協
定
式
に
は
、
那
須
町
と
只
見
町
が
交

流
を
進
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
さ
れ
た

只
見
町
出
身
で
那
須
町
の
「
お
菓
子
の
城　

那
須
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
」
創
業
者
の
片
桐
俊

輔
さ
ん
も
出
席
し
、
協
定
が
結
ば
れ
る
瞬

間
に
立
ち
合
い
ま
し
た
。

　

協
定
に
あ
た
り
、
平
山
那
須
町
長
は

「
両
町
の
美
し
い
自
然
を
将
来
に
わ
た
り

守
っ
て
い
く
に
は
近
年
緊
迫
す
る
災
害
に

迅
速
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
話
し
、

渡
部
只
見
町
長
は
「
万
が
一
の
時
に
は
、

何
で
も
で
き
る
こ
と
は
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
出
席

者
か
ら
は
、「
防
災
面
以
外
の
多
く
の
分

野
で
も
交
流
を
深
め
た
い
」
と
の
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

締
結
式
終
了
後
、
只
見
町
の
魅
力
を
那

須
町
に
紹
介
す
る
な
ど
し
、
両
町
の
縁
を

繋
い
だ
片
桐
氏
に
、
町
か
ら
感
謝
状
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

片
桐
氏
は
「
万
が
一
の
際
は
、
お
菓
子

の
城
や
温
泉
施
設
・
源
泉
那
須
山
と
い
っ

た
施
設
を
、
只
見
町
の
た
め
に
避
難
場
所

等
と
し
て
提
供
し
た
い
」
と
只
見
町
へ
の

思
い
を
話
し
ま
し
た
。
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